合理化のパラドクスをめぐる覚書 by 吉田 竹也







































                                                   
1 『宗教社会学論集』は全 3 巻からなる。ヴェーバーの生前には第 1 巻のみが出版された。
そこには、「序言」、「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」、「プロテスタンティ






俎上に上っているのである（ヴェーバー 1972a（1920-1921）, 1972b（1920-1921）: 80-83, 
1972d（1922）: 49, 1980（1919）: 32-33, 1988（1951/1922/1903-1906）: 132-137, 1989



























ままそれぞれ『宗教社会学論集』第 2 巻・第 3 巻としてヴェーバーの死後に刊行され、第
3 巻には付録として遺稿の「パリサイびと」も加えられた。ヴェーバーは、原始キリスト
教、カトリック、イスラームなどに関する研究も進めていたが、それらはいずれも遺稿に







1971(1947/1915-1919): 324-334, 377)。 
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への契機となるのである（ボルフ 2014（2011）: 113-145; コリンズ 1988（1986）: 117-133; 
ルーマン 1990（1968）, 1993（1984）, 1995（1984）, 1996（1990）, 2009a（1997）, 2009b
（1997）; 長岡 2006: 645-663; ヴェーバー 1972c（1920-1921）: 112, 1989（1920）; 吉





























1966b, 1967; 和泉 2003: 24-69, 79, 108; 望月 2009: 199-203; 中村 2000; シェルフター 















和泉 2003: 59-69; シェルフター 1990（1988）: 179-182; ヴェーバー 1972c（1920-1921）: 



















































（1983）, 2003, Eisenstadt 2002（2000）; ヤスパース 1964（1949）; 望月 2009: 203-212, 
219-226）。 





















した民族誌は、歴史人類学の分野を中心に相当な蓄積がある（ex. 春日 2001; 永渕 2007; 

















く聖なる中心を活性化するという論点とも重なる（山口 1975, 1983, 1990（1979/1971））。
また、藏本は、ミャンマーの仏教組織を主題とした研究の中で、経済に否定的な倫理の彫
琢という合理化を宗教組織が実践する過程において、経済的合理化を一定程度は果たさな



















い（馬場 2015: 408-411; ルーマン 1993（1984）, 1995（1984）, 2003（1992）, 2007（1986）, 
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